
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

1SO5

環境バ イ オ テ ク ノ ロ ジー
の 新潮流 　　9

トリク ロ ロ エ チ レ ン 地質汚 染現場 に お けるバ イオ レ メ デ イ エ ー シ ョ ン

の フ ィ
ー一

ル ド実証 とパ ブ リ ッ クア ク セ プタ ン ス

（千 葉県君 津市環境部）　　　　 ○ 　鈴木喜計

【目的】

　 微 生 物 の 機 能 を利用 し て 、地 質汚 染 の 原 因 で ある難 分解性有害物 質の ト リク ロ ロ

エ チ レ ン （TCE ）を分解 ・無害化 す る原位 置浄化 技術 開発 を 目的 と した ［t

　 具体 的 目標 で は 、  微生 物 の 探 索、分 解 遺伝 子 の 解析 、育種 改 良、  地質汚 染 の

微生 物処 理 技術 の 開発 、  微 生 物 分析 技術 の 開発 、  研 究支援調 査 、の 4 つ を 掲げ 、

  Biostimulation、  Bioaugmentation、  Bioreac’tor の 技術 開発 で あ る。 また、

単な る技 術 開発 に 留 ま らず 実用 化 に っ な げ る 目標 も掲 げ 、 情報開示 や PA （Public

Acceptance ： 公 衆受容）取 得 も研 究 日的 に 加 えた ．

【方 法及 び結果 】

　 Biostimulation は 、 メ タ ン 資化 菌 に よ る 共 代謝 で 、 帯水層 を 好気 的条件 に 保 ち 、

某 質の メ タ ン と栄養 塩 類 の 窒 素
・
燐 な どに トレ

ー サ ー
を添加 、 ミ キ シ ン グ装 置 で 水

溶 し て 注入井 か ら帯水層 へ 拡 散 させ
、 揚水井か ら強制排 出 され る まで の 問に 地 下水

中の TCE が 発 現 した メ タ ン モ ノ オ キ シ ゲナ ーゼ で 分解 ・無毒化 し、そ れ らの 定 量

化 と環 境影 響 を把握 し た 。 実証試験 は 、 民家の 庭先で 行われ 、 また ミキ シ ン グ装置

等の 地 上 施設 は 民家隣接 ス ペ ー
ス に 設 置 され 、庭先 との 間は パ イ プ ラ イ ン と制 御 ・

信 号 ケ
ーブ ル で 結 ばれ リモ

ー
トセ ン シ ン グ され た 。

　Bioaugmentationは 、 現場 で 単離 し た 土 着 の 芳 香族 資化 菌 ．ealstonia ．劭 加 ρ加

で KT ・1 と呼ぶ 菌株 を用 い た。実 証 試験 は 、外 部 で 大量培養 ・凍結保存 した 菌体 を

現場 に 持 ち込 み 、 解凍 した 乾燥菌体 を賦 活 漕に 浮 遊 させ トル エ ン ・栄養塩 類 ・酸素

を与 え賦活 ・培養 した後 、遠 心分離 器 に か けて 基 質 と塩類 を 除去 して 脱 塩 素水 に 再

浮遊 させ 「1 点注入 1 点揚水 法」 で 帯水層 へ 拡散 させ た後 、同 注入 井 か ら揚 水 回 収

し 、 トル エ ン モ ノ キ シ ゲ ナ ーゼ に よ る TCE の 分 解 ・無 害化 を 定 量 的に把 握 した 。

また環 境影 響な ど を定量 的 に把握 した。 本 実 証試 験 は 「組 換え DNA 技術工 業化指

針」 （平 成 10 年 通 商産業省 告 示 第 259 号） に 基 づ く安 全 性 に 関す る事 前 調査 を行

い
、 通 産大 臣に 対 し 申請 し審査会 の 議 を経て 確認 された 国内 1 例 目の 事業で ある ．

　 PA の 取得で は 、 生 デー タの 提供 か ら現場 事務 所 の 開放 、訪 問面 接や 自治会 ・町

内会 を通 じた 住 民説 明会 開催 の ほ か 、汚 染原 因者 ・住民 ・関係 者な どに よ る 意志疎

通 や 共 通 認識 を構 築す る Public　Rlsk　Communications が 適宜繰 り返 され 、住 民 が

支援す る現 場実 証試験 とな っ た 。 国際的 に も希 少 な 民家庭 先で の 技術 開発 実証試 験

を実現 した もの は 、技 術の 優位 性 や 安全性 と並 ん で徹底 した情報 開示 の 繰 り返 し と

PA 取得 が な され た か らで あ る。 新技術 開発 プ ロ ジ ェ ク トにお ける 情報開示 と公 衆

受 容 の 取得 は 、技 術 開発 と並ぶ重要 なテ ー マ で あ る n
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